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脱炭素型循環経済システム構築促進事業21

脱炭素化に資する資源を徹底活用する技術の社会実装に向けた実証事業を行います。

事業スキーム

民間事業者・団体、大学、研究機関等
委託先・補助対象

事業内容

実施期間
令和5年度～令和9年度

委託事業、間接補助事業
事業形態 補助率

間接補助事業：1/3、1/2

令和8年度予算額 3,603百万円（4,000百万円） 令和7年度補正予算額 100百万円

 本事業では、化石由来資源プラスチックを代替するバイオプ
ラスチック等の再生可能資源（バイオマス・生分解性プラス
チック、紙、CNF、SAF及びその原料等）への転換・社会
実装化のための技術実証等を行う。

 具体的には、活用可能性があり循環経済への寄与度が大
きいものの、これまで脱炭素の観点を考慮した資源の活用
が十分に進んでいない、①複合素材プラスチック・廃油、
②再エネ関連製品（太陽光パネル・リチウム蓄電池等）
やベース素材（金属やガラス等）に着目し、これら資源の
徹底活用に向けて、循環経済アプローチを通じたカーボン
ニュートラルの実現に貢献する技術の社会実装に向けた実
証を行う。

お問合せ 03-6205-4903環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課
資源循環ビジネス推進室 03-6206-1875

03-5501-3153容器包装・プラスチック資源循環室
水・大気環境局 海洋環境課 海洋プラスチック汚染対策室 03-6205-4934

民間事業者等
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民間事業者等

プラスチック等資源循環システム構築実証事業（一部農林水産省連携事業）

プラスチック等の化石由来資源から代替素材への転換、
リサイクル困難素材等のリサイクルプロセス構築の支援により省CO2化を加速します。

事業スキーム

事業内容

21 （1）

脱炭素型循環経済システム構築促進事業のうち、

民間事業者・団体、大学、研究機関等
委託先・補助対象

実施期間
令和5年度～令和9年度

委託事業、間接補助事業
事業形態 補助率

間接補助事業：1/3、1/2

 これまで一部製品分野における代替素材への転換、単一素材の製品のリサイクルが進んできたところ。
 今後国内の廃プラスチック等を可能な限り削減し、徹底したリサイクルを実施するためには、その他多くの製品分野
における代替素材への転換、複合素材等のリサイクルの実現が不可欠であることから、スタートアップ企業が行うもの
を含め以下の事業を実施する。

①化石由来資源からバイオプラスチック等への転換・
社会実装化実証事業
従来化石由来資源が使われているプラスチック製品・容器包装、
海洋流出が懸念されるマイクロビーズや、航空燃料等について、
これらを代替する再生可能資源（バイオマス・生分解性プラス
チック、紙、CNF、SAF及びその原料等）に転換するための省
CO2型生産インフラの技術実証を強力に支援する。

②リサイクル困難素材等のリサイクルプロセス構築・
省CO2化実証事業
複合素材プラスチック（紙おむつ、衣類等含む）、廃油等のリサ
イクル困難素材等のリサイクル技術の課題を解決するとともに、リ
サイクルプロセスの省CO2化を強力に支援する。

お問合せ 03-6205-4903環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課
水・大気環境局 海洋環境課 海洋プラスチック汚染対策室 03-6205-4934

03-5501-3153容器包装・プラスチック資源循環室
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https://www.env.go.jp/earth/earth/ondanka/enetoku/index.html

https://www.env.go.jp/earth/ondanka/gel/ghg-guideline/index.html

https://ondankataisaku.env.go.jp/carbon_neutral/
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